楠事件とフッ素推進派
積極的でない人を徹底排除する異常さ
一人の保健師が、昨年12月群馬県甘楽郡南牧村から分限免職処分を受けました。その取消を求める裁判の第１回口頭弁論が、今年３月19日、前橋地裁で開かれました。
　原告である楠恭子保健師は2001年４月に同村に採用され、2003年10月に突如として事務職に転任、2007年９月に分限降任処分、そして2008年12月に分限免職という不当な扱いを受けたのです。
被告の村当局の処分理由は何でしょうか。
処分理由書は「公務員としての適格性を抱かせる問題行動が多い」という。問題行動とは何か。（同じ課でだれも着ていない）事務服の常時着用職務命令に違反したこと（「事務服を毎日着ろ！監視するからな」と）。訴訟中の楠さん自身の陳述書の一部を支援者に配布したこと。退庁時刻直前に席を立ち退庁時刻にタイムレコーダーに打刻したこと。降任処分と処分説明書を根拠がないとして受け取りを拒否したことなどだという。愚にもつかない理由なのです。
村当局は、処分する条例すらない中で処分を行い、不法な行為を繰り返しています。これは違法です。分限降任処分と分限免職処分の事由が同じという始末です。これも一事不再理の原則にそむく二重処分です。村当局の掛川課長は、原告に対して「おれは、おまえは村に必要ないと思っているんだ」「辞める気はないかね」と退職を強要したのです（2002年12月10日）。
村当局の意図は原告を排除しようとする一点にありますが、村当局をここまで追い込んだ裏の張本人がいるのです。
群馬県の富岡市と甘楽郡をエリアとする富岡甘楽歯科医師会（萩原吉則ら）が楠保健師排除の張本人なのです。同会は、水道水フッ素化を異常なまでに推進する日本フッ素応用推進会議（日Ｆ会議）理事萩原の領導の下で、フッ素応用を推進しています。彼らは同郡甘楽町で水道水フッ素化を実現寸前まで画策しました。現在も下仁田町で狙っています。同会の建物内には、所狭しとフッ素化のポスターが貼られている始末です。集団フッ素洗口拡大はフッ素化への一里塚（次善の策）が推進派の戦略なのです。
楠保健師が「なんもく広報」（2001,8,1）に「こんにちは保健師です」の記事を同僚と上司すべての決裁を得て掲載しました。この記事に対して同歯科医師会は、フッ化物応用を積極的にすすめる内容の記事を書いていないと非難を強めました。同年11月には、同会が村行政との契約事業である歯科健診業務の引き上げと楠保健師の配置転換を要求します。
同会は、02年8月「歯科保健に対する楠主任保健婦の姿勢について」なる書面を村行政に突き付けました。同年10月には同歯科医師会が村当局の課長らに「楠を歯科保健だけでなく保健行政から外せ。辞表を出させろ」と迫ったのです。当時の村長、総務課長等は、広報は村長が決裁し責任を持って発行したものである。保健師にやってもらいたい仕事は、歯科保健を除いても山ほどあると、歯科医師会の言いなりにはなりませんでした。しかし、任期満了に伴い村長が交代した途端、楠さんと歯科医師会の接触はなにも無かったにも拘らず、執拗な退職強要を再開し、村当局は、フッ素応用を異常なまでに進める同歯科医師会の人事介入に従ったのです。
楠さんは、村当局の退職強要、仕事の取り上げ、職場でのみせしめと排除に抗して、一人で裁判を闘ってきましたが、昨年３月に、支援を群馬県自治体一般労働組合に求めました。南牧村役場には職員組合がないのです。すると、４月以降僅か８ヶ月の間に、戒告、警告、降任処分など数々の圧迫を繰り返したあげく、免職処分を加えたのです。公平委員会も、第三者機関というのは名ばかりでデタラメでした。戒告書に対する公開口頭審理申し立てを無視し続け、免職の後になって一回形だけ開いたといういい加減さです。

日本の裁判所は、原告に理があり行政に違法があっても行政に甘いのが通例です。油断はできません。背後にあるいかがわしい歯科医師会やカルトまがいの日Ｆ会議（会員283名）は、水道水フッ素化は公衆衛生的予防政策だから、個人の選択に委ねるべきでないと主張しています。彼らの本性は、目的のためには手段を選ばないのですから。（３月19日前橋地裁、傍聴記）
その後の変化を付記します。

前橋地裁での免職執行停止仮処分請求は、却下され、東京高裁に申し立てました。
一方、東京高裁での転任取消裁判では、南牧村元教育長がこちら側からの証人に立ってくれることとなりました。富岡甘楽歯科医師会が、平成12年に学校に集団フッ素洗口を迫ったこと、教育長会議で断ったことなどを証言するでしょう。元村長の協力も要請中です。
これから、降任処分と免職処分の本裁判も、前橋地裁で争われます。
